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◉企画にあたって

　わが国の総人口は 2015年 10月現在，1億 2711万人である。このうち，65
歳以上の高齢者がどのくらいを占めているかご存じであろうか？　その数，実に
3392万人，すなわち，65歳以上の人口の割合（高齢化率）は 26.7％となり，
実に 4人に 1人が 65歳を超えている現状がある。さらに，現状からの推計で
は，2060年には平均寿命が男性で 84年，女性ではなんと 90年を超え，少子化
に伴って人口減少局面にあることと相まって，高齢化率は 40％をも超えるであ
ろうと予想されている。わが国の成人の後天性視覚障害の原因疾患の多くは加齢
に伴って増加する眼疾患であり，今後ますますこれらの加齢性の眼疾患の診療の
重要性は増すであろう。
　その一方で，加齢性の眼疾患については，多くの場合は，早期発見が可能であ
る。現在，わが国においては公的な眼検診は行われていないが，もし適切なスク
リーニングを行って早期発見し，その後に効果的な予防法を提供することができ
れば，重症化予防や視覚障害の予防が可能となる。今回の特集では，代表的な加
齢性の眼疾患，成人の後天性視覚障害の原因疾患について効果的な予防法がある
のかを各分野を代表する諸先生方に概説していただいた。
　まず，わが国の視覚障害の疫学について，そして特に統計資料の現状と課題に
ついて概説していただいた（平塚，小野論文）。次いで，わが国の成人の視覚障害
の原因疾患として重要な緑内障（矢花，志賀，中澤論文），糖尿病網膜症（北野論
文），加齢黄斑変性症（安川論文），近視・強度近視（長岡，大野論文），そして白
内障（佐々木論文）について，それぞれの疾患の一次予防と二次予防について概
説していただいた。さらに特集の締めくくりとして，これらの眼疾患に対して眼
科検診を行った場合にどの程度予防が期待できるのか，シミュレーションを用い
た分析（山田，阿久根，平塚論文）について概説していただいた。
　普段の臨床診療では「治療」という視点で見ることが多いこれらの眼疾患につ
いて，「予防」という視点からともに考える機会になれば幸いである。
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特集

眼疾患の一次予防と二次予防
眼疾患はどこまで予防可能か？
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